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ー ク ・ トウ ェ イ ン

朝　 日　 由紀子
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　ア メ リ カ は 、 1620年メ イ フ ラ ワ ー 号で 大 西洋 を渡 っ て きた ピ ュ
ー リ タ ン

の 分離派の 人 々 に よ っ て そ の 歴 史が 始 ま り、そ の 始祖 た ち は 、 ピ リグ リム 、

巡礼者 と呼ば れ る 。 中世 ヨ
ー

ロ ッ パ に お い て は 、 聖人 ある い は聖遺物 に 対

す る 崇拝 か ら 、 そ して 、 「免償 」 を期待 して 、 聖 地 に旅 す る者が 巡礼者で

あ っ た が 、 新天 地 で の 「神の 国」建 設 を使命 と した信仰者 が 、 アメ リカ に

お ける 巡礼者 で あ っ た 。 そ の 19世紀 の 子孫た ち とともに 、 ア メ リ カ で 最初

の 豪華企画 とい える 「聖地巡礼 の 旅」に参加 した の が 、 マ ー ク ・トウ ェ イ

ン で あ る

　 マ
ー ク ・トウ ェ イ ン は 、 その 旅 行記 The　Innocents　AbrOtzd　or　the　New

P’紐 伽 sProgress （1869年） を出版する際 、 「は しが き」 で 作 品 の 意 図を

明 らか に して い る 。 自分よ りさきに旅行 した者の 目を通 して 、 旅行先 の 国々

を見 る の で は な く、 「自分 自身の 目で 」 じか に 見 る こ と を読者に示唆 する

こ とを 目的 と した とい う。 そ して 、 こ の 書 は 通常 の 旅行 記の 作風 とは異 な

る 独 自性 を有 して お り 、 「偏見 の ない 目で 見て きて 」、 「少 な くと も正 直に

書 い た 」 こ とを確信 して い る と語 る 。 こ の マ ー ク ・ トウ ェ イ ン の 明確 な文

学 意識 を看過 すべ きで は な い 。 「は しが き」 は 、 題 名 に 冠せ られ た 「イ ノ

セ ン ト」 とい う語が 内包する意味を明示 して い るの み な らず 、 作品 に
一

貫

す る視 点 を理 解す る鍵 を説明す る もの で あ る 。
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　こ の マ ー ク ・トウ ェ イ ン の 旅行記 は 、 単 な る物 見遊 山 の 観光 旅行 で は な

い 、 聖 地巡礼 を最大 の 目的 として い る渡航記で ある とい う性格上 、 クエ ー

カ ー ・シ テ ィ 号の 巡礼者 は 、 どの よ うに聖 地 を見て い っ た か 、 検討の 必 要

が あ ろ う。 まず 、 そ れ に 関 す る トウ ェ イ ン の 観察お よ び批 評 を考察 しなが

ら 、 マ
ー ク ・トウ ェ イ ン の 経 験 した聖 地 巡礼 は どの よ うな もの で ある か 見

て い く。

　時に巡礼者に対 して 、 自分 を 「罪人」の 部類 に入 れ る こ ともあ るマ ー ク ・

トウ ェ イ ン で あ るが 、 イス ラ ム 教徒やユ ダヤ教徒 に対 して は 、 キ リス ト教

徒 と して の 立場に 身をお い て観察 、 発言 して い る こ とは まちがい ない
。 そ

うした マ
ー ク ・トウ ェ イ ン が 、 ヨ ー ロ ッ パ お よび 聖 地 を旅す るな か で カ ト

リ ッ ク をめ ぐっ て どの よ うな見解 の 変遷が あ っ た か 、
つ ぎに検討 して い く。

　　　　　　　　　　　　　　　　ll

　巡 礼者の
一

行が い よい よマ グ ダ ラ に入 っ た48章 に 、 「は しが き」 と同一

の 表現 で 巡礼者 を批評 して い る箇所が ある こ とは注 目して よい 。 巡礼者 た

ちは 、
ベ イ ル ー トを発 っ て 、 タ ボ ル 、 ナザ レ

、
エ リ コ 、 エ ル サ レ ム と 、 ま

さ し く聖 書 の 世 界へ 分 け入 っ て い くが 、 それ ら聖 な る土 地 を見 た と き 「か

れ らが 言 うで あ ろ う成句 をほ ぼ 言 い 当て る こ とが で きる 」、 とマ ー ク ・ト

ウ ェ イ ン は い う。 か れ らが手引 きとして い る種本を自分も持 っ て い る の で 、

それ を 口 に す れ ば す ぐわか る と付 け加 えた後 、 巡礼者が 「自分自身の 目で

見 な い で 、 そ れ ら著者 の 目で 物 を見 、 そ れ ら著者 の 舌で 話す」 と鋭 く指摘

す る 。

　聖 地 巡 礼 の 手 引 きの なか で 、 マ ー ク ・
トウ ェ イ ン が 最 も多 く引 用 し 、 槍

玉 に あ げて い る の が 、

“ Wm ．　C ．　Grimes ”

の ガ イ ドブ ッ ク で あ る 。 グ ラ

イ ム ズ の 『パ レ ス チ ナの 遊 牧民生 活』が パ レ ス チ ナ旅行記 の 類の 代表 的な

作 品な の で 、 こ れ を批 判 す る こ とは そ の 種の 旅行記 全体 に 対す る批 判 とな
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る た め 、 こ の 本 を取 り上 げる こ と は 、 「適切 で あ り、 正 当で ある」 と50章

の 最後 で述 べ て い る 。 そ こ で その 著者も書名も仮名で ある と断 っ て い るが 、

「グ ラ イム ズ」は 、 William　Prime を指 して い る と思 われ る。 「グ ラ イ ム ズ」

か ら多 く引用す る理 由 を 、 マ ー ク ・トウ ェ イ ン は 、 同 じ50章で 、
つ ぎの よ

うに い う。 「グ ライ ム ズ は 、 非常に ドラ マ テ ィ ッ クで あり、 また 、 非常に

ロ マ ン テ ィ ッ クで あ るか ら 。 ま た、 か れ は真実 を語 っ て い る か 否か をほ と

ん ど気に か けて い ない よ うに見 える か らで あ る 。 」 グ ラ イ ム ズ の 主 眼 は 、

読者 を怖が らせ 、 また読者の 羨望 や 賞賛を勝 ち得 るこ とに ある 、 と トウ ェ

イ ン は 見 て い る 。 こ うした 批 判 的言辞 か ら明 白に 読み取 れ る こ とは、 マ ー

ク ・ トウ ェ イ ン が 、 あ りの ままの 真実 を語る こ とを 自己 の 旅行記 の 最大 の

使命に した とい うこ とで あ ろ う。

　 「創世記」 に登 場す る ア ブ ラ ハ ム 以前の 「世界最古の 町」 ダマ ス コ をは

じめ て 目に した ときの 美 しい 風景 を描 写 す る44章で 、 マ
ー

ク
・トウ ェ イ ン

は 、 それ まで の 苛酷 な旅路 の 途上 で 書 き留 め た言葉 を は じめ に紹介す る 。

シ リ ア で 2 ・番目に大 きい 泉の ほ と りで 休憩 を とる が 、

“ Wretched　nest 　of

human 　vermin 　about 　the　fo  tain− rags ，
　dirt

，
　sunken 　 cheeks

，
　pallor　of

sic  ess
，
　sores

，
　projecting　bones，

　du11，　aching 　misery 　in　their　eyes 　and

ravenous 　hunger　speaking 　from　every 　eloquent 　fiber　and 　muscles 　from

head　 and 　foot．”

（325） と 、 実写的 に飢餓状態 に あ るキ ャ ラ ヴ ァ ン の 人 々

を描 い て い る 。 こ の よ うな 人 々 に見 つ め られ て 食事 をとる と した ら どん な

に悲惨か と、 嫌悪感をあ らわ に して い るの だが 、 す ぐ続 けて 、 そ の
一

団に

餓 死 寸前 の 1歳か ら 6歳 まで の 幼 子 が 16人 もい て 、 その 脚は 箒の 柄 の 太 さ

もな い と観察 して お り、 トウ ェ イ ン が そ こ で 出会 っ た人 々 を た ん に 目に し

た くない 存在 と して 捉 え て い る の で はな い こ とを物語 っ て い る 。

　 そ して 、 ダマ ス コ に 到着 した 後、 山上 か ら見た ダマ ス コ の 美 しさに 感嘆

した マ ー ク ・トウ ェ イ ン は 、
“ beautifu1” を繰 り返 し強調 しなが ら、 つ い
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に は 、 広大 な全 宇宙の な か で 人間の 目が 見た最 も美 しい 絵 を見 て い る と思

うと まで 表現す る 。 実際 に ダマ ス コ の なか に 入 っ てか ら、 「ユ ダとア ナ ニ

ア 」の 家 を訪 れ る場 面で 、 トウ ェ イ ン は 、 「使徒言行録 」 8 章 お よび 9 章 1

節か ら17節 まで の サ ウ ロ （パ ウ ロ ）の 回心 に つ い て 記述 す る 。 なか で も 9

章 3 節 4 節 は そ の まま引用 して い る 。 「と こ ろ が 、 サ ウ ロ が 旅 を して ダマ

ス コ に 近づ い た と き、 突然 、 天 か らの 光 が彼の 周 りを照 ら した 。 サ ウ ロ は

地 に倒れ 、 rサ ウ ル 、 サ ウ ル 、 なぜ 、 わ た し を迫害 す る の か』 と呼び か け

る声 を 聞い た 。 」 そ して 、 まさ に 自分た ち巡 礼者 が探 し当て た 家か ら 、
パ

ウ ロ は宣教者 と して の 生 涯 を歩み 始め た と説 明 を加 える 。
マ ー ク ・ トウ ェ

イ ン が こ の よ うに直接 聖書 か ら引用 した の は 、
エ ル サ レ ム で は教会迫害者

で あ っ た サ ウ ロ が 、 キ リス トの 召 命に よ り福 音伝 道 を開始 した ダマ ス コ を

物語 る の に 、 ル カ の 記述 に ま さ る もの は ない と考 えたか らで あろ う。

　 じつ は 、
こ の 旅行記の は じめ か ら聖句をさ りげな く自分の 文章に織 り込

ん で い た が 、 マ ー ク ・トウ ェ イ ン は 、 この ダマ ス コ 以 降の 章 で は 、 聖書 へ

の 言及 を頻 繁 に行 っ て い る 。 旧約聖書か らは 、 「創世 記」、 「ヨ シ ュ ア 記」、

「土 師記」、 「サ ム エ ル 記上 」、 「列 王 記上 」、 「列王 記下 」、 「イザ ヤ書」、 「ダ

ニ エ ル 書」 と 、 聖地 との 関 連で 当然 の こ となが ら広範 囲に わ た り、 新約 聖

書か ら は 、 「使徒言行録 」の ほか に 、 「マ タ イ に よ る福音書」 が圧倒 的 に 多

く、 「ル カ に よ る福音書」 と 「ヨ ハ ネに よ る福音書」か ら も引用 され て い

る 。

　 巡礼者た ちは 、 ダマ ス コ を離 れ 、 ヨ ル ダ ン 川 の 東 に あ るバ シ ャ ン の オ ー

ク の 木立 を通 り、 国境 を越 え 、
い よ い よ聖 地 に 足 を踏み 入 れ る 。

マ
ー ク ・

トウ ェ イ ン は 、 「マ タ イ に よ る 福 音書」 の 16章 18− 19節 を引用 し 、 キ リス

トがペ テ ロ に 仰せ られ た場所 に 自分た ちが 立 っ て い る こ との 不 思 議 さ を思

う 。 救世 主 の 足 が か つ て 踏 ん だ土 の 上 に 実 際 に 触 れ て い る とい う感覚 と 、

漠 と した神 秘的 な神性 とは 、 お の ず と相容 れ ない と感 じる 。 神が 見た 同 じ
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小 川 や 山 を見、 ま た 、 神 と面 と向か っ て 話す こ とさ え した浅黒い 男女た ち

の 子孫 にい ま 囲 まれ て い る とい う現実 は受 け入 れが た い
、 と率直 に語 る 。

そ れは 、 トウ ェ イ ン が そ れ まで 神 をつ ね に雲 の 中に お 隠 れ に な っ て お り、

は る か 遠 くに お られる存在 で あ る と思 っ て い たため で ある 。 日曜学校や教

会で教 え られ る聖 な る世界 と、 現 に 体験 して い る聖書 の なかの 世界 とは 、

ひ とつ で あ っ て 、 ひ とつ で は な V  普遍 性 と歴 史性 との 相反す る要素が心

の なかで 溶 け合 わない こ とか ら くる実感で あ ろ う。

　 ガ リ ラ ヤ の 海 に向けて 、火 あぶ りの よ うな暑 さの なか 荒野 を進 ん で い き、

木 陰が ま っ た くない た め休 む こ との で きな い 状態 にあ っ て 、 「イザ ヤ書」

32章 2 節の 「乾 ききっ た 地の 大 きな岩 陰の よ うに な る」 とい う聖 句が 、 聖

書の どの 箇所 よ りも美 しい もの と して 引用 され る。 こ れ は 、 「太 陽が水ぶ

くれ を起 こ させ るほ ど熱 く、 草木の ま っ た く生 えて い な い む き出 しの 土 地」

（347）を 目の 当た りに して 、 マ
ー

ク ・トウ ェ イ ン の 心 に 感動 を生 む表現 と

な っ た とい えよ う。

　 こ うした なか で ベ ドウ ィ ン の ア ラ ブ系遊 牧民 を見 か け 、 「イ ン クの よ う

に黒 い 髭 、 背 の 高 い 、 筋骨逞 しい
、 真 っ 黒 な肌」 とい う特徴 を トウ ェ イ ン

は 描 写 して い る 。 そ こ で 、 か つ て グ ラ イ ム ズの べ ドウ ィ ン 人か ら間
一

髪で

逃 れた 話 を よ く読 ん で 、 血 も凍 り安眠 で きなか っ たこ とを思い 出す 。 襲 わ

れ た事実 をい っ さい 言 わず に 、 1章 お きに なぜ かベ ドウ ィ ン 人が 近づ い て

くる 設定で 、 危険 をで っ ち 上 げ 、 恐 怖心 をあお る の が 、 グ ラ イ ム ズ の や り

方 なの で あ る 。 しか し、現 実 にベ ドウ ィ ン 人を見 て い る い ま、 グ ラ イ ム ズ

の べ ドウ ィ ン 人が 真実 で は な くまや か しで あ っ た こ とが 、 トウ ェ イ ン に は

明 白 となる 。

　 巡礼 の 一 行 は 、 「ヨ セ ブ の 穴」で 足 を停 め る 。 創 世記 37章24節 に記述 さ

れ て い る 、
ヨ セ ブ が兄 た ち に投げ込 まれ た穴が 、 その 井戸 で あ る とい う言

い 伝 えが あ る か ら で あ る 。 聖書の ヨ セ ブ物語 をマ
ー

ク ・トウ ェ イ ン は 、 く
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わ し く紹 介 して い くこ とに なる が 、 その 点に入 る前に 、 なに よ り注 目した

い の は 、 聖書に 関す る マ ー ク ・トウ ェ イ ン の 評価 で あ る 。

“ lt　is　hard 亡o

make 　 a 　 choice 　 of 　 the　 most 　beautiful　passage 　in　 a　book　 which 　is　 so

gemmed 　with 　beautiful　passages　as 　the　Bible； … ”

（353） と美 し く表

現 して い る 。 そ して なか で も、 ヨ セ フ の 精巧 な物語に まさる もの は そ う多

くはな い で あ ろ うと推奨す る 。 その 評価の 見事な分析 に お い て 、 文学者マ ー

ク
・

トウ ェ イ ン の 面 目が 躍如 と してい る 。

Who 　taught　those　ancient 　writers 　their　simplicity 　of 　language，

their　felicity　of　expression ，
　their　pathos ，

　 and 　above 　al1，
　 their

faculty　 of 　 sinking 　 themselves 　 entirely 　 out 　 of 　 sight 　 of 　 the

reader 　and 　making 　the　narrative 　stand 　out 　alone 　 and 　 seem 　to

tell　itself？　Shakespeare　is　always 　present　when 　one 　reads 　his

book； Macaulay　is　presen 亡 when 　we 　follow　the　march 　of　his

stately 　sentences ；but　 the　Old　Testament　 writers 　 are　hidden

from　view ．（353）

　 ヨ セ ブ 物語 に関 して 、 もう
一

点 マ
ー ク ・ トウ ェ イ ン の 独 自性が 際立 つ 解

釈 に つ い て指摘 した い 。 前述 の よ うに 、 トウ ェ イ ン は 、 エ ジ プ トに 売 られ

た ヨ セ ブ が 「エ ジ プ ト全国 を治め る者」に まで 上 り詰め る話 を くわ しく紹介

し 、 「ヨ セ ブ は、 旧 約聖書 の なか の 真 に偉 大 な人物で ある 。 そ して 、 最 も

高貴 で 男 ら しい
。 」 （354） と評 して い る 。 だが 、 それ に 続 け て 、 「エ サ ウ を

除 い て 。 なぜ 、 わ れ わ れ は そ の 気 高い ベ ドウ ィ ン 人 を ほ め ない の で あ ろ う

か ？」 （354） と、 世の 通 念 に疑 問 を投 げ か けて い るの で ある 。 ど う して だ

れ もか れ もが 、 残酷 な兄 た ち に対 して 示 した ヨ セ ブ の 度量 の 大 きい 寛大 さ

を賞賛 しな けれ ば な らな い の か 。

一方 、 不正 を行 な っ た弟 ヤ コ ブ に 、
ヨ セ
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フ 以上 の 崇高 な寛 大 さ を示 した エ サ ウ に対 して は 、 せ い ぜ い 気の 進 まない

一
片 の ほ め 言葉 を投げ る だ け とい うの は ど う して で あ ろ うか 。

マ ー
ク

・
ト

ウ ェ イ ン は 、 創世 記27章 と33章 を引 用 しつ つ エ サ ウ物語 を構 成 して い く。

エ サ ウ は 、 長子 と して の 特権 と父 イサ クか ら受 ける祝福 を策略 に よ りヤ コ

ブ に奪 わ れ 、 流 浪の 人 とな っ た 。 それ か ら20年 を経 て 、
エ サ ウ の 復讐を恐

れ た ヤ コ ブ は贈 り物 を用意 して 再 会 した と き、
エ サ ウ は 「ヤ コ ブ を迎 え 、

抱 きしめ 、 首 を抱 えて 口 づ け」 した と語 られ る 。 トウ ェ イ ン に よれば 、 そ

の よ うなエ サ ウの 高貴 な性格 を理 解 で きず に 、 ヤ コ ブ は、 なお もエ サ ウを

疑 い 、 恐 れ た の で あ る 。 マ
ー

ク ・トウ ェ イ ン は 、 繁栄 して い る ヤ コ ブ を許

した追放者 の エ サ ウ と 、 ぼ ろ をま とっ て 震 えて い る 兄 た ちを許 した王 座 に

い る ヨ セ ブ と、 どちらがす ぐれ た人物で ある か、 と読者に問うの で ある。

　巡礼者で あれ ば誰 もが 目指すガ リラ ヤ 湖 を見た ときに 、
マ ー

ク ・トウ ェ

イ ン は 、 タ ホ湖 を想起 す る 。 タ ホ湖 は 、 そ の 面積の 3 分 の 2 が カ リ フ ォ ル

ニ ア 州、 そ して 3 分 の 1 が ネバ ダ州 に 属 して い る全 米で 最 も美 しい 湖の ひ

とつ で あ る 。 シエ ラ ネバ ダ 山脈 の 断層盆 地 にあ り、 標高1899m 、 北 ア メ リ

カ で 2 番 目に水深 が 深 い
。

コ バ ル ドブ ル ー の 色彩が 目に鮮や か な そ の 湖 の

美 し さ に感動 して 、 は じめ て 文学作 品に記 したの は 、
マ ー

ク
・トウ ェ イン

で あ る 。
つ ぎに発 表 した旅行記 Roughing　ftで も、 タホ湖 の 美 し さ を描 出

して い る が 、 こ こ で も、 著 者の 注 と して 、 タホ湖 に つ い て は多くの 楽 しい

思 い 出 を もっ て い る た め 、 引 き合 い に 出す こ と を断 っ て い る 。 「美 し さ」

と い う点 で 比 較 した 場 合 、 ガ リ ラヤ 湖 は、 タ ホ 湖 と比 べ 物 に な らず 、 そ れ

は 、 子 午線 が 虹 と比 べ 物 に な ら ない の と同様で あ る とい う比喩 を用 い て 説

明 す る 。 さ ら に 「静寂」 とい う点で も比較 して い て 、 タ ホ 湖 は そ れが 魅 惑

的 で あ るの に対 して 、 ガ リ ラ ヤ の 静 け さは 陰気で 不愉快 に させ る とい う。

そ して 、 タホ湖 が い か に魅 惑的か を
一

日の 時 間の 経 過 に そ っ て 映 し出 して

い る 。 こ の よ うに 自分 の よ く知 っ て い る タ ホ 湖 に つ い て 情景 描写 を した の
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は 、 す ぐそ の あ とに か な り長 く引用す る グ ラ イム ズ の 文章を際立 た せ 、 そ

れ に下 した トウ ェ イ ン の 鉄槌の 効果 を増すため で あ ろ う。
つ ぎに よ うにい

う。 「グ ラ イ ム ズ の 描 写 は 、 欺 くた め の 計算が うま くな さ れ て い る 」 が 、

「ペ ン キ と リ ボ ン と花 をそ こ か ら剥 ぎ取 っ た ら 、 骸骨 が そ こ に 見 え る だ ろ

う。」装飾 をい っ さい 剥 ぎ取 っ た 文章に マ
ー

ク ・ トウ ェ イ ン は書 き換えて

い るが 、 それ は 、 現実 に 見 えて い る ままの 姿 を写 し、 お よそ美 しい 絵 の よ

うに は な らな い の で あ る 。 もう
一

つ の 例 と して 、 「聖 地 の 生 活』 の C．W ．E

氏の 文章 も紹介す る 。 こ れ は さ らに ひ どい 例 とい え よ う。 「地上 の 楽園」

で ある 所 以 を描 い て い きなが ら 、 その 後 で 「荒廃 と悲惨 の 場」 で ある とい

う感想 で 終 わ るか らで あ る 。

　 こ うした 二 つ の 例 だ けで な く、 ガ リラ ヤ とそ の 湖 に つ い て の ほ とん どの

本 は 、 美 しい 景観で ある と きまっ て 書 く。 そ れ は 、 そ う書 か なけれ ば不 人

気 にな る こ とを恐れ る ため で もあ り、 またそ の 著者た ちが 偽善者 で あ る た

め と も考 え られ る 。 こ うした傾 向に対 して 、 マ
ー

ク ・トウ ェ イ ン は 、 つ ぎ

の よ うに直言す る 。 「こ の 地域 につ い て なぜ 真 実 を語 っ て は な らない の か 。

そ の 真 実 は 有 害 で ある の か 。

… 神が 、 現在そ うで あ る よ うに ガ リ ラ ヤ 湖

とその 周辺 を創 り給 うたの で ある 。 そ の 神 の 御業 に手 を加 える こ とが グ ラ

イム ズ の 職分なの か 。 」（368）　こ の 言葉 は 、 人 間の 思 い とい う粉飾を取 り

除 い て 、 あ るが ま まに偽 りな く受容する心 を尊重 して い こ うとす るマ ー ク ・

トウ ェ イ ン の 究極的 な告発 とな っ て い る 。

　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 皿

　
‘ ‘Ihave 　been　educated 　to　enmity 　toward 　every 　thing　that　 is

Catholic
，
　 and 　sometimes

，
　in　consequence 　 of　this，　I　find　it　much 　easier

to　discover　Catholic　faults　 than　Catholic　 merits
”

（435） と 、 マ ー ク ・

トウ ェ イ ン は 正 直 に 記 して い る 。 こ う した カ トリ ッ ク 観 は 、 プ ロ テ ス タ ン
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トの 国 ア メ リ カ にお い て 、 トウ ェ イ ン ひ と りの 問題 で は なか っ た 。 具体的

な例 を見 て み よ う。
マ ー ク ・

トウ ェ イ ン の 生 まれ た 年の 1835年 、 ア メ リカ

合 衆国長老派教 会 の 総 会 に お い て 、 つ ぎの よ うなこ とが 宣言 され た 。

t ‘the

Roman 　Catholic　Church　has　essentially 　apostasized 　from　the　religion 　of

our 　Lord　and 　Savior　Jesus　Christ”
1
とい う理 由か ら、 キ リス ト教 会 と

して 認 め られ な い こ とが確認 さ れ た の で あ る 。 トウ ェ イ ン は 、 幼年時代 2

年 間メ ソ ジス ト教会 に 通 うが 、 母 ジ ェ
ー ン ・ク レ メ ン ス が 1841年 2 月18日 、

キ リス トへ の 信仰 を告 白して 長老派 教 会員 とな っ た ため 、 そ れ に伴 い 子 ど

もた ち も長老 派教 会の 日曜学校に通 うよ うに な っ た 。 そ の ハ ン ニ バ ル 長 老

派 教 会は 、
ハ ン ニ バ ル で 最初 の 教 会 と して 1839年に 建 て られ た。 その 牧 師

をつ とめ た ジ ョ セ ブ ・ベ ネ ッ トに1869年に再会 した折、
い つ もベ ネッ ト牧

師の 教 会礼 拝 と日曜学校 の 両 方 に出席 して い た 、 とマ ー
ク ・トウ ェ イ ン は

回 想 して い る 。 トウ ェ イ ン の 通 っ た 小学校 で は 、 先生 は 、 祈祷 と新約聖書

の 1章 を読む こ とか ら授業 を始 め た 。 また 、 当時の ハ ン ニ バ ル の 新聞は 、

聖 書 を人 生の 偉大 な教科書 と して 、 また知恵 の 無 限の 宝庫 と して 、 子 ど も

た ちが 学ぶ こ とを奨励 して い た 。 こ の よ うな南北戦争以 前の 文化 環境 の な

か で 、 読書の 好きな トウ ェ イ ン は 、 聖書 も熱心 に読 ん だ とい う。
こ の ハ ン

ニ バ ル 時代 と聖地旅行 の 時期 に 、 トウ ェ イ ン が 聖 書を よ く読ん で い た こ と

は確か で あ る 。

　james　Wilson は 、 こ の 作 品 の 時 期の マ ー ク ・ トウ ェ イ ン に つ い て 、

‘‘The　 commercial 　 exploitation 　 of 　 religious 　 relics 　 he　 thinks　 profound

sacrilege ，
　 and 　he　seizes 　the　opportunity 　to　lampoon　the　gullibility　of

those　so 　desperate　for　faith　that　they　wnl 　accept 　anything 　to　redeem

their　own 　miserable 　lives．”
2

と解説 して い るが 、 そ うした騙 され やす い

人 々 を相手に 、 聖書に 関係す る あ りとあ らゆ る場所 を利用 す る カ トリ ッ ク

教 会へ の 言及 を、 作 品 に即 して 見て い く必要が ある だ ろ う。
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　ア ゾ レ ス 諸 島に 寄港 す る 6 章 に お い て 、 ほ ぼ200年 の 歴 史 を もつ イ エ ズ

ス 会の 聖 堂 を訪れ 、 主イエ ス が架け られ た十字架の
一

片をそ こ で 見つ ける 。

「カ ル ヴ ァ リの 丘 の 恐 ろ しい 悲劇が 18世紀 も前 の こ とで は な くて 、 昨 日の

出来 事の よ うに 、 そ の 十字架 の
一

片 は、す ば ら し く良い 保存状 態で あ っ た」

の に 、 「こ の 島の 信 じや すい 人 々 は 、 ま っ た くなん の た め らい もな くそ れ

を信 じて い る 。 」 （43
− 44） こ の よ うな島 に お い て 、 イ エ ズ ス 会 の ペ テ ン が

盛 ん に 行 なわ れ て い る と指摘す る 。

　 しか し、 な に よ りもイ タ リア こ そ 、 カ トリ ッ ク に 関す る さ ま ざまな観察

が な され る場所 で あ る 。 ジ ェ ノ ア で は、 マ ー ク ・ トウ ェ イ ン は 、 これ まで

に ない ほ ど数多 く教会 に通 っ た と語 る 。 こ の 町に は 、 3
，
400ヤ ー ドお き

に 教会 が あ り、 どの 通 りを歩い て も 「縁 広 の 帽子 をか ぶ り、 長い 外衣 を ま

と っ た 、 よ く太 っ た 司祭」を見か ける 。 サ ン ・ロ レ ン ゾ聖 堂は 、 有名な建

築物で あ る が 、 主 要な見物は 、 洗礼者聖 ヨ ハ ネの 礼拝 堂に 置か れ て い る聖

ヨ ハ ネの 遺骨で あ る 。 だが 、 巡礼者 た ち は 、 す で に ほ か の 教 会で も聖 ヨ ハ

ネの 遺骨を見て い たの で 、 2組の 遺骨が あ る とは信 じ られ なか っ た とい う。

また 、 聖 ル カ が 描 い た とい う聖母 の 肖像 画 を見せ られ る が 、
ル ー ベ ン ス の

絵 よ りも古 くは見 え な か っ た こ とと、 ル カが 「
一

度 も絵 を描い た とい うこ

とを文書 の なか で 触 れ て い ない 謙 虚 さ に感嘆せ ざる を え なか っ た 」 （119）

と婉曲的 な皮肉を述べ た後 、 聖 遣物 の 件 につ い て ま じめ に 疑問 を呈 して い

る 。 前 述の イエ ズ ス 会 の 聖 堂 で もそ うで あ っ た よ うに 、古い 教 会を訪 れ る

と、 か な らず 「本物の 」十字架の 一 片 と十字架 を打 ち付 けた 釘 も数本見せ

られ る 。 だ が 、 こ うし て 見せ ら れ る 聖遺物 を崇拝 す る 気持 ち は 、 ア メ リカ

の 巡礼 者 に は 生 まれ に くい の で あ る 。

　 同様 な文化的違和 感 は 、 イタ リア の 田 舎に 行 っ た と き味 わ う。 行 く先 々

で 、 聖 人 の 絵姿が 路傍 の 十字架 か石 柱 に 彫 られ て い るの に気付 く。 な か で

も救 世 主の 絵姿 は 、 救 世主 が 十字架 に か け られ て い る 姿で あ り、 顔 は 苦 悶
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で ゆ が み 、 茨 の 冠の 傷や 、 突 き刺 され た 脇か ら 、 また鞭打 た れ た か らだか

ら 、 何本 もの 血 の した た りが 流 れ て い る絵で 、 ぞ っ とす る ほ ど恐 ろ しい 。

子 ど もが 見 た ら 、 怖が っ て 気を失 うだ ろ う と トウ ェ イ ン は 心配す る 。 しか

も救世主の 聖 なる頭 に本物 の 茨で作 っ た冠が 釘で 打 ち付け られ て い る の が 、

トウ ェ イ ン に は グ ロ テ ス ク に思 え る 。

　 ヴ ェ ニ ス で は 、 聖 マ ル コ 聖 堂 に行 くが 、 そ こ で も聖マ ル コ の 遺骨が 安置

され て い る ばか りで な く、
マ タ イ 、 ル カ 、 ヨ ハ ネの 遺骨 まで 在る 。 ヴ ェ ニ

ス 人 は 、 ほ か の ど こ の 人 間 よ りも聖 人 の 遺物を崇拝す る と 、 トウ ェ イ ン は

説明 す る 。 聖マ ル コ は ヴ ェ ニ ス の 守護神で あ るが 、 そ の 由来 は、 あ る聖 職

者が 預言的な夢を見 た こ とに よ る とい う。 聖 マ ル コ の 遺骨 を手に入 れて ヴ ェ

ニ ス に持ち帰 り、 保存で きれ ば 、 ヴ ェ ニ ス は永遠 に安泰 となる とい うお 告

げの 夢で あ っ た。

　 ロ ーマ で 壮大 なサ ン ・ピエ トロ 聖 堂 を訪れ た と きも、
ペ トロ の 遺骨が地

下納 骨堂に安置 されて い て 、 拝観 し、 またペ トロ が 囚人 とな っ て い た 間 に

兵士 を回心 させ た 監獄 も見 る 。 修道士 は 、 そ の 監獄 の 壁 の 石 にペ テ ロ の 顔

型 が残 され て い る と説 明す る が 、 巡礼者 た ちに は 納得 の い きか ね る事柄 で

あ っ た 。

　 ナ ザ レで は 、 聖家族 が 住ん で い た とされ る場所 や 受胎 告知の 場 所を見 る

こ とが 、 キ リス ト教徒 に と っ て は 「千金 の 値打 ち」 に価 す るが 、 どち らも

「洞 窟」に あ る と され て い る 。 そ れ に して も 、 聖 家族 に 関係 す る 重 大 な 出

来事が 、 すべ て ナ ザ レ 、
ベ ツ レ ヘ ム 、エ ペ ソ の どこ で も 、 「洞 窟」で 起 こ っ

て い るの は不 思 議 な こ と で あ る と、 トウ ェ イ ン は考 える 。

一
方 、 別な角度

か ら考えて み れ ば 、 岩石 の 洞窟 で あ る か ら こ そ 、 永 久 に保存 され る とい う

利 点が あ る こ と も確 か なの で あ る 。
こ の よ うに 考え を進 め る と 、 「洞 窟」

は 、 「すべ て の 人が カ トリ ッ ク 教徒 に 感謝 しな け れ ば な らな い 詐欺 」 （381）

で あ る と もい え る 。 カ トリ ッ ク 教徒 は 、 神 聖 な場所 を発 見す る と 、 直 ち に
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そ の 場所 に 教会を建 て 、 遺物 を保存す る こ とに努め る。 それ に 対 し 、 新教

徒にそ の よ うな任務 が与 えられ て い た な らば 、 今 日 、
エ ル サ レ ム が ど こ に

あ る か わ か らな くな っ て い るで あろ う、 とい う着想 を トウ ェ イ ン は 得 る 。

人々 に 満足 を与 える とい う観点 に 立 つ な ら 、 ナザ レ の ど こ か わか らずに さ

迷い 歩 くよ り、 聖 母が 洞窟に住ん で い る と信 じた方が 、 は る か に満た され

る 生 活 を送 る こ とが で きる と、 トウ ェ イ ン は 、 よ り柔軟 な思考 へ 転 向 して

い く。 ア メ リカ に移住 して きた 「ピル グ リム の 思 い 出は 、 『プ リマ ス ・ロ ッ

ク』がわれ われ に残 されてい る限 り、 消滅する こ とは ない で あろ う」（382 ）、

とマ ー ク ・ トウ ェ イ ン は 文化 の 継 承の 必 要性 につ い て 理解 を深 め る 。 そ し

て 、 「昔の 修道士 は 賢明 で あ る。 」 （382） とい う認識 に い た る の で ある 。

　興味深い こ とに 、 カ トリ ッ ク教会 に 対す る見方が 変化 して い くとともに 、

修道士 た ち の 献身的な奉仕に感動す る トウ ェ イ ン の 心 も語 られ て い く。 イ

タ リア 滞在 中 に カ トリ ッ ク の 教会や 修道士 た ちの す ば ら しい 働 きにつ い て

多 くの 話を聞い て 、 トウ ェ イ ン は 、 た だ批判の み で は な く、 善 の 面 も紹介

しなけれ ば 公平で は ない
、 と 自戒する 。

　 マ ー ク ・トウ ェ イ ン に と っ て 感銘深か っ たの が 、 ミ ラ ノ の 大聖 堂 に 行 き、

そ の 地 下 納骨 堂 に 眠 る 大 司教 St．　Charles　Bartolomeo の 生 涯 に つ い て 司

祭 か ら聞い た こ とで あ っ た 。 「貧者を助 け 、 失望 して い る者 を励 ま し 、 病

人 を見舞 うこ とに生 涯 を捧 げ、 い つ で も、 ど こ で も、 出 会 う苦難 を軽 くし

た 。 彼の 心 、 彼 の 手 、 そ して 彼 の 財 布は つ ね に 開 い て い た 。 」 （127） ミ ラ

ノ を疫病が 襲 っ た とき、 や つ れ た顔の 人 々 の 問を穏や かな表情で 歩 み 、 す

べ て の 人 が 臆 病 で あ っ た と き、 勇敢 で あ り、恐怖 か ら狂気 じみ た 自己保 存

の 本 能の ま まに 、 あ らゆ る 人間の 哀れ み の 心 が破壊 され た と き、 同情心 を

湛 え 、 親が 子 ど もを見捨 て 、 友 が 友 を見離 した と き 、 すべ て の 人 と共 に祈

り、 手 と頭 と財布で すべ て の 人 を助 け た聖 な る姿 を 、 マ
ー

ク ・トウ ェ イ ン

1ま、　’亡鱒こモ｝苗く 。
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　同様 に心 に残 っ て い る の が 、 ドミ ニ コ 会の 修道士 の 、 自分 の 生 命 を他人

に 捧 げた聖 な る 姿で あ る 。 トウ ェ イ ン は 、 ドミニ コ 会の 修道士 に つ い て 、

粗 末な重 い 茶色の 外衣 を着 、 は だ しで 歩 き 、 施 し物で 生 活 して い る 人 々 で

あ る と説 明す る 。 そ の 前年ナ ポ リで は 、
コ レ ラの 疫 病が猛威 をふ る い

、 毎

日大勢の 人が死 ん で い っ た 。 こ うした状況の なか で 、市民 は、 利己的な個 々

の 利益 を守る こ とに奔走 し、 公共 の 福 祉 に は無関心 に な っ て い っ た 。 そ の

なか で 、 ドミ ニ コ 会の 修道士 た ち は 、

一 丸 とな っ て 病人 を看護 し、 また死

者 を埋 葬 して い っ た 。 修道士 た ちの 気 高い 献 身は 、 多 くの 生 命を犠牲 にす

る こ とに な っ たが 、 み な進 んで 人 々 の た め に 自分の 生命 を捧 げたの で ある 。

その 尊 い 話 を閉 じる に あた っ て 、 トウ ェ イ ン は 、

“ … but　surely 　the　char ・

ity
，
　 the　 purity，

　 the　 unseifishness 　 that　 are 　 in　 the　 hearts　 of　 men 　like

these　 would 　 save 　 their　 souls 　 though 　 they　 were 　bankrupt　in　 the　 true

religion − which 　is　 ours ．
”

（187） と 、 修道士 た ちの 魂 の 救 済へ の 確信 を

語 る 。 しか しなが ら、 こ の と き トウ ェ イ ン は、 カ トリ ッ ク と プ ロ テ ス タ ン

トとの 間 に
一 線 を画 して い る とい え よ う。

　 そ の よ うな マ ー
ク

・
トウ ェ イ ン で ある が 、 さ らに経験 を深 め る こ とに な

る 。 巡礼者た ちが 必 ず歩い て渡 りた い と心 に決め て きた ヨ ル ダ ン 川 、 そ し

て 、 死海 、 さ らに 灼熱 の 太 陽に 焼 か れ な が らマ ル ス
・サ バ へ と 、

一 行 は 向

か っ て い く。 そ こ で は 、 その 厳 しい 「荒野」で ヨ ハ ネが 説教 をした こ とが

想起 され る 。 よ うや くマ ル ス ・サ バ が 見 え 、 そ の 大 きな修道 院に 泊 め て も

ら う。
マ ル ス

・
サ バ の 住 人 は 、 お よ そ 70人 で 、 み な修道者で あ っ た 。

パ

ン と塩 以外 なに も食べ ず 、 水以外 な に も飲 まない 、 とい う徹底 した 生 活 を

送 っ て い た 。

　 こ の うちの 何人か は 、 そ こ に 30年 以上 閉 じこ も り、 そ の 閲 、 「子 ど もの

笑い 声 も女性 の 喜 ば しい 声 も聞い た こ とが な く、 また、 人 間 ら しい 涙 も人

間 ら しい 微 笑 も見 て い な い 。 人 間 ら しい 喜 び も、 健全 な人 間 ら しい 悲 しみ
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も知 らない で 過 ご して きた 。 か れ らの 心 に は 、 過去 の 記憶が な く、 頭 に は 、

未来へ の 夢 もな い 。 」 （434）い わ ば 、 か れ らは 「歩 く屍」 で あ る 、 と トウ ェ

イ ン は 断定す る 。 しか しなが ら 、
つ ぎに トウ ェ イ ン が 述 べ て い るの は 、 そ

れ は 第一 印象で あ っ て 、 その 印象は 自然 な こ と と思 わ れ る の で 書 き留め て

お くとい う弁明で あ る 。 「か れ らは あ る点 で 歩 く屍 で あ る」 と繰 り返 しな

が ら 、 トウ ェ イ ン は修道士 た ちの 純粋 な人間愛 を目の 当た りにする こ とで 、

そ の 見方が ま っ た く変 わ っ て い くこ と を鮮 や か に描写 す る 。 修道士 た ちの

無私 の 行為 の ひ とつ ひ とつ が 、 マ ー ク ・トウ ェ イ ン の 味わ っ た 感動 を伝 え

る 。 修道士 に は 、 こ の
一

行が 、 外国 人で あ り、 新教徒 で あ る こ とが わか っ

て い た に もか か わ らず 、 か れ らの 大 きな隣人 愛は 、 その よ うな相違 を度外

視 して 、 ひ たす ら 「飢え、 渇 き、 疲れ た 人間」 とだ け見て くれ た点 に 、 ト

ウ ェ イ ン は 驚嘆 と感謝 を覚 える 。 修道院の 扉 を 開い て 無条件 に 受け 入れ 、

い っ さい の 報酬 を期待せ ず 、 あ らゆ る必要 を満たすた め働い て くれ る人が

こ の 世 に存在 す る 。 修道士 た ちは 、 誇 り高ぶ る こ とな くこ れ を身を もっ て

示 した の で あ る 。

　 翌 朝 目 を覚 ま して 朝食を と っ た と き 、 「新 しい 人間 に 生 まれ 変わ っ て い

た 。 」 と語 る言葉 は 、 たん に 元気 を取 り戻 した とい う意味 だけで はない
、

巡礼 者マ
ー ク ・ トウ ェ イ ン の 心 の 覚醒 を想 わせ る 。

“ The 　pauper　and 　the

miser 　are 　as 　free　as　any 　in　the　Catholic　convents 　of 　Palestine．”

（435）

こ の
一 文 に マ

ー ク ・トウ ェ イ ン が カ トリ ッ ク修道院の 人間観 の 本質を どの

よ うに捉 え たか が 凝縮 して い る とい え よ う。 そ して 、 次 の よ うに深 い 敬意

を込め て そ の 計 り知 れ な い 貢献 を称 え る 。 新教徒 、 カ トリ ッ ク 教徒 を問 わ

ず、 お 金 の ない 巡礼者が 、
パ レ ス チ ナ を縦横 に旅行 で きる の は 、不 毛の 荒

野 の 只中で 、健康 に よい 食事 と清潔 なベ ッ ドを こ の 修 道院 に 毎夜求 め る こ

とが で きる か らで あ る 。

　 こ の よ うに 見て きたマ
ー

ク ・ トウ ェ イ ン の 聖地 巡 礼 の 旅 は 、 カ ト リ ッ ク
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教 会に 対す る それ まで の 偏見 を解 き 、 マ ー ク ・トウ ェ イ ン の 心 に 、 聖者 の

私心 の な い 普遍 の 愛の 姿 を焼 き付 けた と言 えよ う。
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